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調査の目的と検索戦略 

調査の目的 
 新規性・進歩性にかかわる公知文献の抽出 
 特許の有効性確認/無効化 
 製品の特許抵触可能性 
 技術動向の把握 
 
検索戦略 

 調査観点を明確に 
 調査に許される時間を明確に 

 抽出漏れとノイズのバランスをイメージ 
 調査目的に合った調査範囲 
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適合率 vs. 再現率 
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検索式の作り方 

調査観点の整理 
  (a)において、(b)を特徴とする(c) 
 
検索式の構造 
 
 
 
 
キーワードと特許分類 
   相互補完関係・・・キーワードも特許分類も不完全！ 

技術分野 

(a) 
必須要件 

(c) 
発明の本質 

(b) ＊ ＊ 

調査観点は 
必ず紙に 
書くべし！ 
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検索式の構造 

 

 

 

 

 

必須要件 
(c) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(b) 

＊ 

調査観点:   (a)において、(b)を特徴とする(c) 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
IPC, CPC, USPC 
FI, Fターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
FI, Ｆターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
Ｆターム 

（課題・効果） 

+ 
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特許分類 

国際特許分類 = IPC; International Patent Code 

• 技術の進歩に伴って改訂・・・第８版 

• 第８版から、常に最新のコードで検索が可能。 
改訂されても過去に対する付与を遡及的に見直し。 

• 注 古い公報には、古い版のIPCのみが印刷されて
いる・・・新しい（第8版）IPCで検索可能。 

 

特許電子図書館（IPDL)－パテントマップガイダンス 

   http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/pmgs 
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ＩＰＣ (出典: IPDL-パテントマップガイダンス) 
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日本特許の分類 

ＦＩ分類 (File Index) 
日本国特許庁が、日本の実情に合わせて 
IPCをさらに細かく分類 

 

Ｆターム (File Forming Term) 
特許庁が、複数の観点から多次元的に分析して付与 
 
 

特許電子図書館（IPDL) －パテントマップガイダンス 
   http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/pmgs 
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ＦＩ (出典: IPDL-パテントマップガイダンス) 
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Ｆターム (出典: IPDL-パテントマップガイダンス) 
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   US特許分類 
CPC 
Cooperative Patent 
Classification 
（欧州米国共通特許分類） 

 
USPC 
US独自の分類 
ＩＰＣと対応付け 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.uspto.gov/web/patents/classification/ 
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   US特許分類 (CPC) 
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   US特許分類（USPC) 
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検索の進め方 

検索式の整備 
特許分類、同義語・類義語の収集 

 

 

ズバリを発見＝安心！ 

 

     

 

 

漏れをなくす！ 

 

予備検索 

効率優先検索 

網羅的検索 

適合率 vs. 再現率 
 のトレードオフ 
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検索式の構造 

 

 

 

 

 

必須要件 
(c) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(b) 

＊ 

調査観点:   (a)において、(b)を特徴とする(c) 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
FI, Fターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
FI, Ｆターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
Ｆターム 
（課題・効果） 

+ 

どうやって適切な 
特許分類、キーワードを 

選ぶの？？？ 
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検索の進め方 

検索式の整備 
特許分類、同義語・類義語の収集 

 

 

ズバリを発見＝安心！ 

 

     

 

 

漏れをなくす！ 

 

予備検索 

効率優先検索 

網羅的検索 

適合率 vs. 再現率 
 のトレードオフ 

適切な特許分類も、 
キーワードも、 
特許公報から 
抽出する！！ 

15 



適切な特許分類の選び方 

☆特定の特許の有効性確認/無効化調査の場合 

 

  例： 特許第4,030,792号の有効性確認 

 

  対象の特許に付与されている特許分類 

  対象の特許の明細書に使われているキーワード 

  ＋審査経過（審査官の調査、拒絶理由通知など） 

 

IPDL→特許・実用新案文献番号索引照会 
(http://www.ipdl.inpit.go.jp/Tokujitu/tjbansaku.ipdl?N0000=110) 
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適切な特許分類の選び方(IPC) 

公開・公表ＩＰＣ記事 

国際分類 第７版     

   H04B  1/40            

   H04B  1/16        R   

   H04L  7/00        Z   

   H04L 12/28    300 Z   

  

公告ＩＰＣ記事 

国際分類     

   H04B   1/40     (2006.01)   

  

伝送方式の細部－送信機－回路 

第７版であることに注意！ 

伝送方式の細部－受信機－回路 

デジタル情報の伝送－受信機を送信機と同期させるための配置 

デジタル情報の伝送 
  －データ交換ネットワーク 
     －パスの構成に特徴のあるもの 
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ＦＩ記事 

4H04B1/40 

4H04L12/28,300Z 

4H04L7/00Z 

4H04B1/16R 

適切な特許分類の選び方(FI) 
伝送方式の細部－送受信機－回路 

デジタル情報の伝送 
 －データ交換ネットワーク 
   －パスの構成に特徴のあるもの 
     －無線によるローカルエリアネットワーク 
 A アドレス管理  
 B 帯域割当・資源割当 
 D 優先制御・輻輳制御 
 M 監視・試験・保守 
 Z その他のもの 

デジタル情報の伝送 
 －受信機を送信機と同期させるための配置 
 A 速度変換 
 B 多数局間の同期 
 D 特殊な符号 
 C ・ＰＮ符号 
 E ・直流方式に用いる符号 
 F ・交流方式に用いる符号 
 G 送受の同期 
 H 同期の監視 
 Z その他のもの 

伝送方式の細部－受信機－回路 
 A 多バンド受信機 
 C 表示 
 G 多機能受信機 
 J 帯域制御 
 M 自動起動停止 
 U 電源 
 R 附属回路 
 Z その他のもの 
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適切な特許分類の選び方(Ｆターム) 

Ｆターム記事 

5K011 DA05 

5K011 DA28 

5K011 JA03 

5K011 JA12 

5K011 KA03 

5K033 BA08 

5K033 DA01 

5K033 DA17 

5K047 AA01 

5K047 AA18 

5K047 BB01 

5K047 GG09 

5K047 GG45 

5K047 MM23 

5K047 MM49 

5K047 MM56 

5K061 AA02 

5K061 BB12 

5K061 CC00 

5K061 EF06 

5K061 JJ05 

審査官フリーワード記事 

5K033 ブル－トウ－スシステムのピコネツト 

5K047 高精度クロツクと低精度クロツク 

5K061 クロツク発振回路 

送受信機 

小規模ネットワーク（３）ループ，バス以外 

デジタル伝送方式における同期 

受信機の回路一般 
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検索の進め方 

☆ 特定の特許がない場合 

 

・・・ それらしい特許（複数）を抽出する 

 

   これが「予備検索」の第１歩 
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検索の進め方（実例） 

【要約】 

【課題】選択的な部分めっき処理が可能で、コネクターなどの
電子部品に好適な硬質金系めっき液を提供する。 

【解決手段】可溶性金塩または金錯体、伝導塩、キレート化
剤を含む硬質金系めっき液において、１つ以上のニトロ基を
有する芳香族化合物、例えば、ニトロ安息香酸、ジニトロ安
息香酸、ニトロベンゼンスルホン酸の一群から選ばれる芳香
族化合物を含有することを特徴とする。また、コバルト塩、
ニッケル塩、銀塩の少なくとも１種の金属塩、或いはポリエチ
レンイミンの有機添加剤をさらに含むことを特徴する。 

（特開2010-77527） 
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検索式の構造 

 

 

 

 

 

必須要件 
(c) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(b) 

＊ 

調査観点:   (a)において、(b)を特徴とする(c) 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
IPC, FI, USC 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
Ｆターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
Ｆターム 
（課題・効果） 

+ 
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検索式を作る（調査観点の整理） 

 

 

 

 
 

必須要件 

(c) 
 

＊ 

 

技術分野 

(a) 

 

発明の本質 

(b) 

＊ 

(a) めっき液において、 
(b) 1つ以上のニトロ基を有する芳香族化合物（例えば、ニトロ安息香酸、ジ

ニトロ安息香酸、ニトロベンゼンスルホン酸の一群から選ばれる芳香族
化合物）を含有する 

(c) 可溶性金塩、金錯体、伝導塩、キレート化剤を含む硬質金系めっき液 

めっき液 

特許分類 
FI, Fﾀｰﾑ 

+ 
硬質金 
可溶性金塩 
金錯体 

特許分類 
FI, Fﾀｰﾑ 

+ 

ニトロ基 

特許分類（Ｆターム） 
+ 

芳香族化合物 ＊ 

ニトロ安息香酸 
ジニトロ安息香酸 
ニトロベンゼンスルホン酸 
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予備検索（適切な特許分類の抽出） 

キーワード・・・「どこに
書かれているか？」 

を推理すべし！ 
・・・ 目的に沿って 
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予備検索（適切な特許分類の抽出） 

25 



適切な特許分類の抽出 
項番 公報番号 発明の名称 出願人／権利者 

FI Fターム 
C25D H01R その他 4K023  4K024 その他 

1 特開2014-040617 
シアン系金－パラジウム合金めっき液及びめっき方
法 

日本エレクトロプレイテイング・エ
ンジニヤース株式会社 

3/56, E 
3/56, F 

13/03, D   1     

2 特開2013-177654 
電解硬質金めっき液、めっき方法、及び、金－鉄合金
被膜の製造方法 

マテックス・ジャパン株式会社 
3/62 
5/02, C 
7/00, H 

    1 1   

3 特開2013-036110 硬質金めっき液 小島化学薬品株式会社 3/48     1     

4 特開2011-122192 電解硬質金めっき液及びこれを用いるめっき方法 エヌ・イーケムキャット株式会社 
3/48 
3/62 

13/03, D   1     

5 特開2011-021217 電解硬質金めっき液及びこれを用いるめっき方法 エヌ・イーケムキャット株式会社 
3/48 
7/00, H 

13/03, D   1 1   

6 特開2010-084178 パラジウム合金めっき液およびめっき方法 松田産業株式会社 
3/62 
7/00, G 

    1 1   

7 特開2010-077527 硬質金系めっき液 
日本エレクトロプレイテイング・エ
ンジニヤース株式会社 

3/48 
3/62 

    1     

8 特開2009-280867 電解合金めっき液及びそれを用いるめっき方法 関東化学株式会社 
3/62 
3/56, E 

    1     

9 特開2009-155671 
銅素地用置換金めっき液及びそれを用いる金めっき
方法 

エヌ・イーケムキャット株式会社     

C23C 18/42 
H05K  3/22, D 
H01L 21/288, E 
H01L 21/88, B 
H01L 21/88, R 

    

4K022 
4M104 
5E343 
5F033 

10 特開2008-045194 硬質金合金めっき液 
ローム・アンド・ハース・エレクトロ
ニック・マテリアルズ，エル．エル．
シー． 

3/62 
5/12, C 
7/00, H 

13/03, D H05K 3/18, F 1 1 5E343 

11 特開2007-023324 無電解硬質金めっき液 関東化学株式会社     
C23C 18/44 
C23C 18/48 
H01L 21/288,E 

    
4K022 
4M104 

12 特開2005-113239 
めっき装置、めっき液評価装置、めっき液の運用方法
及びめっき液の評価方法 

三菱電機株式会社 
21/14, B 
3/48 

  G01N 21/33 1   2G059 

13 特開2004-076026 電解硬質金めっき液及びそれを用いためっき方法 エヌ・イーケムキャット株式会社 
3/48 
7/00, H 

    1 1   

14 特開2002-173780 
無電解白金めっき液の製造方法及び無電解白金めっ
き液並びに無電解白金めっき方法 

田中貴金属工業株式会社     C23C 18/44     4K022 

15 特開2000-355792 金メッキ液及びそれを用いた金メッキ方法 
日本エレクトロプレイテイング・エ
ンジニヤース株式会社 

3/48 
7/00, P 

    1 1   

16 特開平11-293487 金メッキ液及びその金メッキ液を用いたメッキ方法 
日本エレクトロプレイテイング・エ
ンジニヤース株式会社 

3/48     - - - 

17 特開平07-166392 金めっき液及び金めっき方法 日本電解株式会社 - - - - - - 

18 特開平06-101055 無電解金めっき液 株式会社日立製作所 他 - - - - - - 

FIはC25D 3/＊＊ 
Fタームは4K023が本命 

 
C25D 3/＊が本命 
 
C25D 5/＊ 
C25D 7/＊    は押え 
C25D 21/＊ 
 

 
C25D  
3/48 ・・・ 8 
3/56 ・・・ 3 
3/62 ・・・ 5 
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予備検索（適切な特許分類の抽出） 

 
C25D 3/＊が本命 
 
C25D 5/＊ 
C25D 7/＊    は押え 
C25D 21/＊ 
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予備検索 
 
C25D  
3/48 ・・・ 8 
3/56 ・・・ 3 
3/62 ・・・ 5 
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検索式を作る（ＦＩで補完＋kwを調整） 
(a) めっき液において、 
(b) 1つ以上のニトロ基を有する芳香族化合物（例えば、ニトロ安息香酸、ジ

ニトロ安息香酸、ニトロベンゼンスルホン酸の一群から選ばれる芳香族
化合物）を含有する 

(c) 可溶性金塩、金錯体、伝導塩、キレート化剤を含む硬質金系めっき液 

必須要件 

(c) 
 ＊ 

技術分野 

(a) 
発明の本質 

(b) 

＊ 
めっき液 
メッキ液 
鍍金 

+ 

硬質金 
可溶性金塩 
金錯体 

ニトロ基 

特許分類（Ｆターム） 
+ 

芳香族化合物 ＊ 

ニトロ安息香酸 
ジニトロ安息香酸 
ニトロベンゼンスルホン酸 

技術分野＆必須要件 

FI =C25D 3/48 or 3/62 
 （電気鍍金；鍍金浴／金） 
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FIを使った検索 
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キーワード検索 
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予備検索（適切な特許分類の抽出） 
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予備検索（適切な特許分類の抽出） 

観点 FI適用範囲

AA00 AA01 AA02 AA03 AA04 C25D3/00-
・光沢を有する ・黒色の ・模様状の ・その他の性状

の
3/64

AA11 AA12 AA13 AA14 AA15 AA16 AA17 AA18 AA19 AA20

・Ｃｒの ・Ｎｉの ・Ｃｏの ・Ｆｅの ・Ｚｎ ・Ｃｄの ・Ｓｎの ・Ｐｂの ・Ｃｕの ・Ａｌの

AA21 AA22 AA24 AA25 AA26 AA27 AA28 AA29 AA30

・Ｔｉの ・その他の卑金

属の

・Ａｇの ・Ａｕの ・白金族金属の ・・Ｐｔの ・・Ｐｄの ・・Ｒｕの ・・その他

AB00 AB01 AB02 AB03 AB04

・光沢を有する ・黒色の ・模様状の ・その他の性状

の

AB11 AB12 AB13 AB14 AB15 AB17 AB18 AB19 AB20

・鉄族金属のみ

の合金の

・・Ｆｅ基の ・・Ｃｏ基の ・・Ｎｉ基の ・・・Ｎｉを５０重

量％より多く含

有する合金の

・鉄族金属を基

とする合金の

・・Ｆｅ基の ・・Ｃｏ基の ・・Ｎｉ基の

AB21 AB23 AB24 AB25 AB27 AB28 AB29 AB30

・・・Ｎｉを５０重

量％より多く含

有する合金の

・クロム族金属

を基とする合金

の

・・Ｃｒ基の ・・鉛を基とする

合金の

・亜鉛族金属を

基とする合金の

・・Ｚｎ基の ・・・Ｚｎを５０重

量％より多く含

有する合金の

・・Ｃａ基の

AB32 AB33 AB34 AB35 AB37 AB38 AB39 AB40

・炭素族金属を

基とする合金の

・・Ｓｎ基の ・・・Ｓｎを５０重

量％より多く含

有する合金の

・・Ｐｂ基の ・銅族金属を基

とする合金の

・・Ｃｕ基の ・・・Ｃｕを５０重

量％より多く含

有する合金の

・・Ａｇ基の

AB41 AB42 AB44 AB45 AB46 AB47 AB49 AB50

・・Ａｕ基の ・・・Ａｕを５０重

量％より多く含

有する合金の

・白金族金属を

基とする合金の

・・Ｐｔ基の ・・Ｐｄ基の ・・その他の特

定合金の

・その他 ・・Ａｌ基の

AB51

・・Ｔｉ基の

AB

被膜２（合金被

膜）

金属加工 4K023
電気鍍金；そのための鍍金浴

C25D1/00-3/66

Fターム

AA

被膜１（単一金

属被膜）
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BA00 BA01 BA02 BA03 BA04 BA06 BA07 BA08 BA09

・クロムの化合

物を含有する

・・六価クロムを

含有する

・・三価クロムを

含有する

・・六価クロム，

三価クロムを含

有する

・Ｍｅの硫酸塩

を含有する

・Ｍｅのハロゲ

ン酸塩を含有

する

・・Ｍｅの塩酸塩

を含有する

・・Ｍｅのフッ素

酸塩を含有す

る

BA11 BA12 BA13 BA14 BA15 BA16 BA17 BA18 BA19 BA20

・Ｍｅのシアン酸

塩を含有する

・Ｍｅのリン酸塩

を含有する

・Ｍｅの硼フッ酸

塩を含有する

・Ｍｅのケイフッ

酸塩を含有す

る

・Ｍｅのスルファ

ミン酸塩を含有

する

・Ｍｅのオキシ

酸塩を含有す

る

・Ｍｅの亜硫酸

塩を含有する

・Ｍｅのチオ硫

酸塩を含有す

る

・Ｍｅの亜リン酸

塩を含有する

・Ｍｅの亜硝酸

塩を含有する

BA21 BA22 BA23 BA24 BA25 BA26 BA27 BA29

・Ｍｅのモノカル

ボン酸塩を含

有する

・Ｍｅに係る錯

化合物を含有

する

・・アルカリ金属

のハロゲン化Ｍ

ｅ錯塩を含有す

る

・・アルカリ金属

のシアン化Ｍｅ

錯塩を含有す

る

・・重合リン酸Ｍ

ｅを含有する

・・脂肪族カル

ボン酸Ｍｅを含

有する

・・アンミンＭｅ

酸塩を含有す

る

・その他のＭｅ

化合物を含有

する

CA00 CA01 CA02 CA03 CA04 CA05 CA06 CA07 CA08 CA09

添加剤１（無機

化合物）

・含イオウ化合

物

・・チオ硫酸塩 ・ハロゲンのオ

キシ酸，その塩

・尿素，チオ尿

素

・過化合物 ・セレンまたは

テルルの化合

物

・ヒ素，アンチモ

ンまたはビスマ

スの化合物

・亜硫酸，ヒドラ

ジン

・その他

CB00 CB01 CB03 CB04 CB05 CB07 CB08 CB09

・水素と炭素の

みを含む化合

物

・・酸素を含む

化合物

・・アルデヒド類 ・・アルコール類 ・イオウまたはリ

ンを含む化合

物

・・Ｓ―Ｃ―また

はＰ―Ｃ―結合

を含むもの

・・Ｓ―Ｏ―Ｃま

たはＰ―Ｏ―Ｃ

結合を含むもの

CB11 CB12 CB13 CB14 CB15 CB16 CB17 CB18 CB19

・窒素を含む化

合物

・・塩基性化合

物またはその塩

・・窒素，酸素ま

たはイオウを含

むもの

・・・カルボン酸

アミド

・・・スルホン酸

アミド

・・・アミノカルボ

ン酸

・・・アミノスルホ

ン酸

・・窒素とリンを

含むもの

・・第４級化合物

CB21 CB23 CB24 CB25 CB26 CB28 CB29 CB30

・芳香族系化合

物

・アセチレン系

化合物

・・ヒドロキシア

セチレン化合物

・・スルホン化ア

セチレン化合物

・・アミノ化アセ

チレン化合物

・複素環式化合

物

・・環外に炭素

―炭素二重結

合を含むもの

・・環外に炭素

―炭素三重結

合を含むもの

CB32 CB33 CB34 CB36 CB37 CB38 CB40

・ポリマー ・・ポリアルキレ

ンオキサイド基

を有する

・・ポリビニル系

化合物

・その他の反応

生成物

・・セレンまたは

テルルを含むも

の

・・構造不明なも

の

・たん白質，そ

の加水分解生

成物

CB42

・多糖類，カフェ

イン

DA00 DA01 DA02 DA03 DA04 DA06 DA07 DA08 DA09

・水素イオン濃

度

・・酸性 ・・ほぼ中性 ・・アルカリ性 ・鍍金金属の濃

度

・電流密度，電

圧

・浴温 ・・溶融温度

DA11

・その他

DA

鍍金条件

BA

基本鍍金浴

CA

CB

添加剤２（有機

化合物）
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検索式を作る（Ｆﾀｰﾑ検索） 
(a) めっき液において、 
(b) 1つ以上のニトロ基を有する芳香族化合物（例えば、ニトロ安息香酸、ジ

ニトロ安息香酸、ニトロベンゼンスルホン酸の一群から選ばれる芳香族
化合物）を含有する 

(c) 可溶性金塩、金錯体、伝導塩、キレート化剤を含む硬質金系めっき液 

必須要件 

(c) 
 ＊ 

技術分野 

(a) 
発明の本質 

＊ めっき液 
メッキ液 
鍍金 

硬質金 
可溶性金塩 
金錯体 

ニトロ基 芳香族化合物 ＊ 

ニトロ安息香酸 
ジニトロ安息香酸 
ニトロベンゼンスルホン酸 

技術分野＆必須要件 

Fターム = AA25 + AB41 + AB42 
 （電気鍍金；鍍金浴／金） 

発明の本質 

(b) ＊ 
Ｆﾀｰﾑ = CB21 (芳香族化合物) 
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Fターム検索 
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ヒットした特許文献の評価 
ヒット 発明の名称 出願人 FI-1 FI-2 kw-1 kw-2 F-term

C25D 3/48
+C25D 3/62

C25D 3/48
+C25D 3/62

めっき メッキ 鍍金
（要約＋請求項）

めっき メッキ 鍍金
（要約＋請求項）

4K023

硬質金 可溶性金塩
金錯体
（要約＋請求項）

硬質金 可溶性金塩
金錯体
（要約＋請求項）

AA25
+AB41
+AB42

ニトロ ニトロ
芳香族化合物 芳香族化合物 CB21

9 4 5 2 59
特開2011-122192 電解硬質金めっき液及びこれを用いるめっき方法エヌ・イーケムキャット株式会社 ○ ○ ○ ○ ○
特開2011-012314 電極形成用金めっき浴及びそれを用いた電極形成方法エヌ・イーケムキャット株式会社 ○ ○ ○
特開2010-077527 硬質金系めっき液 日本エレクトロプレイテイング・エンジニヤース株式会社○ ○ ○ ○ ○
再表2006/049021 金メッキ液および金メッキ方法 三菱化学株式会社　他 ○
特開2013-177654 電解硬質金めっき液、めっき方法、及び、金－鉄合金被膜の製造方法マテックス・ジャパン株式会社 ○ ○
特開2013-023693 イミダゾール環結合型オキシアルキレン化合物及び当該化合物を含有するメッキ浴石原薬品株式会社　他 ○ ○
特開2011-021217 電解硬質金めっき液及びこれを用いるめっき方法エヌ・イーケムキャット株式会社 ○ ○ ○
特開2008-057035 めっき方法 ローム・アンド・ハース・エレクトロニック・マテリアルズ，エル．エル．シー．○
特開平11-061480 亜硫酸金めっき浴及びそのめっき浴の金塩補充液日本エレクトロプレイテイング・エンジニヤース株式会社○ ○
特開平09-059792 亜硫酸金めっき液 新光電気工業株式会社 ○ ○
特表2013-520009 半導体加工のための一時的ウェハー接着方法ダウ コーニング コーポレーション ○
特開2013-189715 Ｐｄ電解質浴およびＰｄ－Ｎｉ電解質浴  ○
特開2011-074465 導電性組成物を用いた電気化学反応による構造体の作製方法  ○
特表2012-528933 電着金ナノ構造  ○
特開2010-084178 パラジウム合金めっき液およびめっき方法  ○
特開2009-167531 基体上に金属層を堆積させるためのメッキ浴および方法  ○
特開2007-321213 電解金めっき液及びその管理方法  ○
特開2007-046142 シアン化物非含有銀系メッキ浴、メッキ体及びメッキ方法  ○
特表2007-537358 金－スズ共晶合金のための電気めっき用溶液  ○
実登3107419 貴金属装飾品  ○
特開2004-300527 直接金めっき方法およびそのためのめっき装置  ○
特開2003-221694 Ａｕ－Ｓｎ合金めっき液  ○
再表02/016673 電気化学的処理方法およびその電気化学的反応装置  ○
特開2001-200388 金－錫合金電気めっき浴  ○
特開2001-192886 金－錫合金電気めっき浴  ○
特開平11-050295 めっき浴  ○
特開平10-036993 めつき液添加剤及び該添加剤を含有するめつき浴  ○
特開平09-209164 鉄－ニツケル合金素材にパラジウムまたはパラジウム合金をめつきする方法  ○
特開平07-166392 金めつき液及び金めつき方法  ○
特開平06-287791 シアン化物を含まない１価金属のメッキ溶液  ○

ニトロ安息香酸
ジニトロ安息香酸

ニトロ安息香酸
ジニトロ安息香酸
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検索の進め方（実例）・・・まとめ 
  Ｘ文献（WO2009/150915）を抽出することはできなかった。 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
  網（探索範囲を拡げる） 

 「硬質金系」の見直し（?） 

 キーワードの補充・・・ニトロ基を有する芳香族化合物 

Why? 

How to? 

 
 

 上記特定複素環式化合物中の複素環は特に限定はなく、芳香族性を有しているものでも有していないものでもよいが、芳香族性を有して
いるものの方が、良好なめっき性能、入手の容易さ等の点、上記効果を特に奏する点で好ましい。複素環を構成する炭素原子以外の異原
子は特に限定はなく、窒素、酸素、イオウ等が挙げられるが、異原子の少なくとも１つは窒素原子であることが必須である。また、複素環を
構成する異原子が窒素原子のみであることが、良好なめっき性能、入手の容易さ等の点で好ましい。 
【００３２】 

 複素環中の炭素原子には、本発明の効果を損なわない範囲において任意の置換基が置換していてもよい。複素環中の炭素原子に対す
る置換基の少なくとも１つはニトロ基であることが必須である。ニトロ基以外の置換基としては、アルキル基、ヒドロキシ基、フェニル基等が
挙げられる。複素環中の炭素原子に置換しているニトロ基の数は１個以上であれば特に限定はないが、１～３個が好ましく、１～２個が特に
好ましい。 
 

特許分類やキーワードは、 
     明細書から学ぶべし！ 

明細書 ＞ 辞書 ＞ 知識 
同義語 ＞ 類義語 ＞ 関連 
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検索の進め方（実例）・・・まとめ 

  対象を特開2010-77527と仮定して、検索してみた。 
 （ＦＩ検索、キーワード検索、Ｆターム検索） 

  Ｘ文献（WO2009/150915）を抽出することはできなかった。 
 
 

  件数が少な過ぎ！ 
 
 

  網（探索範囲を拡げる） 
 「硬質金系」の見直し（?） 
 キーワードの補充・・・ニトロ基を有する芳香族化合物 

Why? 

How to? 

「あきらめ」が肝心！ 
特許庁の審査に対抗する 

には、それなりの労力×時間 
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補足 
• キーワード検索／ＦＩ検索／Ｆターム検索 

全てやる必要はない・・得意なものを作る(NG) 
  ・・・対象分野（特許庁審査部）に合せる！ 

• 近接演算の活用 
 A adjn B ・・・ A - Bの順にn文字以内 
 A nearm B ・・・ A, B順不同でm文字以内 

• 網（探索範囲）は狭い方から広い方へ 

• 諦めが肝心！！ 

• 外国特許、外国語でも、考え方は同じ！ 
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終わりに（中間まとめ） 

「特許検索」は「自転車の乗り方」に近い！ 

 乗れるようになるまでは、練習が必要。 

 必要な練習量は人に依る。 

 一度乗れるようになると、そうそう忘れない。 

 乗りこなせれば、スイスイ、どこへでも行ける。 

  是非！ 乗りこなしてください！！ 
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第２部 悪戦苦闘 
仮想の調査対象＝特開2008-132401 

【要約】 

【課題】掃引能率と液体の回収性が両立するノ
ズルおよび液体回収方法を実現する。 

【解決手段】ノズルの先端から押出した液体で
試料表面を掃引し、掃引後の液体をノズルで吸
引して回収するにあたり、前記ノズル（１００）とし
て、外縁(３１２)が先端方向に突き出た端面(３１
０)と、前記端面において外縁近くまで偏心した
開口(３２２)を有するノズルを用いる。掃引後の

液体の吸引は、前記ノズルを前記開口の偏心
方向とは反対方向に試料表面に沿って相対的
に移動させながら行う。 
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第２部 悪戦苦闘 

調査対象＝出典：2009年検索競技大会の電気分野の課題 

携帯電話で衛星からの電波を利用して検出した現在の位置と、
行動パターンを分析してその人が次に行く可能性が大きいと思
われる場所を特定し、その場所に関連してその人が知りたいと思
うであろう情報（例えば興味のありそうな広告や施設概要、イベン
ト情報など）が、情報を要求するための携帯電話の操作など特別
な行為をすることなく、その携帯電話に自動的に配信されること
が記載されている特許の抽出 

時間が余ったら、使います。 
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